
人間関係・社会性

①他者との関わり（人間関係）の形成

②自己の理解と行動への調整

③仲間づくりと集団への参加

・アタッチメント（愛着行動）の形

成
・コミュニケーションを通して、環境や人、自身に対する信頼感や安心感を育みます。

言語・コミュニケー

ション

①言語の形成と活用

②コミュニケーションの基礎的能力の向上

③言語の受容及び表出

④コミュニケーション手段の選択と

活用

・一人遊びから共同遊びへの支援
・周囲に子どもがいても無関心である一人遊びの状態から並行遊びを行い、支援員が介入して行う連

合的な遊びや役割分担したりルールを守って遊ぶ共同遊びを通して、徐々に社会性の発達を支援して

・自己の理解とコントロールのための支

援

・個々の特性を理解し、ひとりひとりに合わせた声かけ支援や行動支援を行います。自分のできることや苦手なこ

と等、自身の行動の特徴を理解し、自己を肯定的に捉えられる機会を通じて、気持ちや情動を調整し状況に応じた

行動ができるよう支援します。

・集団への参加への支援
・個々の状況/状態に応じて集団活動への参加を促します。共に活動を行うことで、相互理解や互い

に存在を認め合い仲間意識が芽生えるよう支援していく。

⚪個別での対応/関わり

⚪模倣行動の支援

・見立て遊び/ままごと遊び/レクレーション/

当番活動/製作活動

⚪絵本や動画による気持ちの共感の練習

⚪SST

⚪集団遊び

⚪ルールのある遊び

・模倣行動の支援 ・遊び等を通して人の動きを模倣することにより、社会性の発達や対人関係の構築を支援します。
・感覚運動遊びから抽象遊びへの支

援
・感覚や運動機能の遊びから抽象遊びを通して徐々に社会性の発達を支援します。

⚪言葉探しゲーム

○受容言語と表出言語の支援

・個別での対応/気持ちの代弁等

・絵本や紙芝居の読み聞かせ、

・集団療育でのコミュニケーションの向上

・SST

⚪コミュニケーション道具

・絵カード

⚪読み書き向上のための支援
・学習プログラム（ビジョントレーニング、微細遊び

等）

・ST訓練、OT訓練

・受容言語と表出言語の支援
・話し言葉や各種の文字/記号等を用いて、相手の意図を理解したり、自分の考えを伝えたりする

等、言語を受容し表出することができるよう支援します。

・人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得
・個々に配慮された場面における人との相互作用を通して、共同注意の獲得や場面に応じたコミュニ

ケーション能力の向上のための支援を行います。
・指差し、身振り、サイン等の活

用
・様々な表現方法による多様なコミュニケーション手段を活用し、環境の理解と意思の伝達ができる

よう支援します。
・手話、点字、音声、文字等のコミュニケーション手段の活用

・コミュニケーション道具の活用
・文字、記号、絵カード等のコミュニケーション手段を適切に選択/活用し、環境の理解と意思の伝

達が円滑にできるよう支援します。

・言語の形成と活用
コミュニケーションを通して具体的な事象や体験、言葉の意味をを結びつけることにより、体系的な

言語の習得、自発的な発声を促す支援を行います。

・読み書き能力向上のための支援 ・個々の特性に応じた読み書き向上のための支援を行います。

認知・行動

①認知の発達と行動の習得

②空間・時間、数等の概念形成の習得

③対象や外部環境の適切な認知と適切な

行  動の習得

・感覚や認知の活用
・視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分活用して、必要な情報を収集し認知機能の発達を促していきま

す。

⚪創作活動

・折り紙、ブロック、磁気ブロック、レゴ、アート活動

等

⚪数の認識/人の関わり

・将棋、オセロ、UNO、トランプ遊び、マッチング遊び

等

⚪掲示物

・声のボリュームコントロール、気持ちの温度計、1日

のスケジュール等

⚪認知の偏りへの対応

・SST 、絵/言葉カード等

・知覚から行動への認知過程の発達
・周囲の情報（環境）から必要な情報を自ら選択し、的確な判断や行動に繋げられるよう支援しま

す。（注意機能、選択的注意・注意の分配・持続）
・認知や行動の手掛かりとなる概念の形

成

・物の機能や属性、形、色、音が変化する様子、大小、数、重さ、空間、時間等の概念の形成を図る

事によって、それを認知や行動の手掛かりとして活用できるよう支援します。
・数量、大小、色等の習得 ・遊びや様々な活動の中で、「数量の予測」「大小の選択」「色の認知」の習得のための支援を行い

・認知の偏りへの対応
・認知の特性を踏まえ、個々の特性に配慮しながら情報処理が適切にできるよう支援します。

また、こだわりや偏食に対する支援も行います。

・行動障害への予防及び対応
・感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害の予防及び適切行動への対応

の支援を行います。

運動・感覚

①姿勢と運動・動作の向上

②姿勢と運動・動作の補助的な手段の活

用 ③保有する感覚の統合的な活用

・姿勢と運動/動作の基本的技能の向

上

・日常生活に必要な基本となる姿勢保持や運動/動作の改善、筋力の維持/強化を目指します。

・大型遊具や広い施設を活かした粗大運動のプログラム活動を通して、様々な動作を経験していき自

信や筋力/体力向上に繋がるよう支援します。

・個々の発達段階や特性に応じた内容の微細運動を取り入れる事で、集中力の向上や日常生活の中で

の細かい動作への苦手意識や困り感の軽減を目的とし支援します。

⚪粗大運動

・体幹を鍛える遊び･･･サイバーボール、8mエアマット

等。

・バランス感覚を養う遊び…バランスボール、バランス

ブロック等。

⚪微細運動

・紐通し、洗濯バサミ、迷路等

⚪感覚

・ビジョントレーニング

・感触遊び（粘土、スライム、寒天、フィンガーペイン

ト等）

⚪姿勢保持/感覚の補助用具…足置き、バランスディ

スククッション、鉛筆持ち方サポーター、ハサミ持ち手

・姿勢保持と運動/動作の補助的手段の活用 ・姿勢保持が困難な場合には、足置きやクッションを使用する。または、突起のついた足置きを使用

し刺激を与える等個々のニーズに合った様々な補助用具の活用し支援します。
・身体の移動能力の向上
・保有する感覚の活用 ・個々の保有する感覚（視覚、聴覚、触覚）を総合的に活用できるよう、遊びの中に取り入れ楽しみ

ながら行い支援します。また、個々の感覚の特性（過敏や鈍麻）に応じて、環境調整や補助具を活用

し支援します。

・感覚の補助及び代行手段の活用

・感覚の特性（感覚の過敏や鈍麻）への対応

ねらい 支援内容 プログラム（一例）

健康・生活

①健康状態の維持・改善

②基本的生活スキルの獲得

③生活リズムや生活習慣の形成

・健康状態の把握
・来所時の検温、排泄、睡眠、食事チェックを通して、日々の健康状態の把握や障がいの特

性や発達の過程に配慮し日々細やかな観察を行います。

・健康増進や体力向上を目的とした遊びや運動を取り入れ健康の維持、向上を育みます。

⚪送迎時や入室時の体調確認/検温

⚪広い施設や大型遊具を使用した、粗大運動遊

びやプログラム。（サイバーボール、トランポリ

ン）

⚪散歩、戸外活動（季節を感じる、体力作り、

経験を積む。）

⚪当番活動、料理活動

⚪食事時の姿勢

・健康の増進

・基本的生活スキルの獲得 ・身の回りの整理整頓、片付け、日常的生活動作を身につけられるよう支援します。

・構造化等により生活環境を整える
・学校が休みの場合でも、朝から利用できることで生活リズムを崩さず過ごせるよう支援し

ます。


